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PRPR 貴金属合金超薄箔および超微粉の簡易的製造
株式会社吉井商店　取締役社長　吉井　成一

 

読者の皆様との交流頁読者の皆様との交流頁
この頁を読者の皆様とＡＴＡＣとの相互交流に使っています。

弊社は８０年間歯ブラシを製造しています。私は学校
では西洋史学科に属し「アレクサンダー大王」を研究し、
経営や経済に関しては全くの素人です。その私が社長業
を始めて１４年、何とか経営者として今日までやってこ
れたのは、ＯＳＴＥＣ主宰の異業種交流研究会「市場と
技術開発研究会」（通称ＭＡＴＥ研）に３０年に亘り参
加させて戴いているお陰であると思っています。
ＭＡＴＥ研に入会させて戴いて最初にメンバーの方々

から質問されたのが「お前の会社は何故歯ブラシだけを
製造し続けて５０年も生きてこれたのか」と言うことで
したが恥ずかしいことに私はこの質問に明確には答えら
れませんでした。「解らないのなら会社の歴史を話して
みなさい」と言われて、創業者の祖父から聞かされてい
た歴史を話しましたところ「お前の会社の特徴は、同業
他社よりも少しずつ技術の先取りをしていることやな」
と言われました。このようにして弊社の特徴を明確にし
て戴いたのですが、これは反面「お前の会社はこの特色
を失えば存続は危ういよ」と言われたのと同じであると
考えました。しかし同業他社の一歩先を行った場合、一
歩先の凹凸は大企業なら骨折で済むでしょうが弊社のよ
うな零細企業にとっては命取りの大怪我、半歩先の凹凸

でも大企業なら軽い捻挫、
弊社にとっては快復不能の
大骨折になりかねません。
そこで「爪先だけ」先を行
く技術の先取りをモットー
にしました、「爪先だけ」
なら危険を感じた時には素
早く足を引っ込めることが
出来、弊社でも軽い捻挫程
度の怪我で済むと考えたか
らです。
お陰様で今年８月には大阪本社工場、播磨工場を統合

し新本社工場を建設移転し一層の飛躍を計れることとな
りました。これも私が生まれてこのかた関係を持って戴
いた方々、とりわけ経営については弊社の生き方につい
て貴重な示唆を戴いたＭＡＴＥ研のお陰と感謝しており
ます。今後も「爪先だけ」の先取りをモットーに歯ブラ
シを通じて皆様の健康に貢献し、社会に貢献出来る企業
を目指しています。
最後に、皆様是非ＭＡＴＥ研にご参加下さい。

（太陽刷子株式会社　社長　小倉義生）

弊社は１９１９年に創業し、以来
一貫して伝統的な工芸品に使われる
貴金属箔粉の製造販売業を営んでき
ました。
近年生活習慣の変化などの理由で、

従来の工芸品等の用途が少なくなり
市場が縮小している状況があり、新
たな商品開発をせまられています。
商品開発にはいろいろな目の付け所があると思います

が、弊社では新しい技術を市場のニーズに見合うような
形で適用し、簡単にまねされないものを作ることを重要
な着眼点のひとつと考えており、こういった部分でＡＴ
ＡＣの皆様の多大なる御協力をいただいております。

堀場製作所の堀場社長は、伝統や蓄積に根ざした技術
を、“８合目からの技術”と呼んで、ICの技術の元とな

った京染の技術などを上げていますが、弊社もこのような考
え方で今後とも技術開発を進めていきたいと考えています。

現在の弊社のPRポイントとしては
１．貴金属粉についてさまざまの粒度形状のものについて小
ロットから対応できる

２．貴金属のナノメタルペーストを開発中
３．貴金属のケミカルミーリングを事業として手がける、お
そらく世界でただひとつの会社である　等です。

何かご用命がありましたら是非お問い合わせください。

ATACニュース第11号に関するご意見、および今後のご要望をどしどし
ATAC事務局までご連絡ください。　　　　　　　　　　担当／三原・栂村

ＡＴＡＣホームページもご覧下さい
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